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井大学教育地域科学部
准教授。ことばの力の
具体的な形成過程を明
らかにし，より効果的
な授業・学習のあり方
を模索している。ま
た，サイトを立ち上げ
て学校現場への多角的
な情報支援に取り組ん
でいる。（http://www. 
jle-labo.com/）
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あ
る
動
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が
見
え
て
き
ま
す
。
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ん

だ
れ
の
か
お
？

な
か
つ
か
ゆ
み
こ

　作さ
く
・
絵え

 

「
い
ろ
ん
な
か
お
が
あ
る
ん
だ

ね
。
み
ん
な
ち
が
っ
て
お
も
し
ろ

い
。｣
触さ
わ

っ
て
楽た
の

し
む
、
全ぜ
ん

ペ
ー
ジ

点て
ん

字じ

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
絵え

本ほ
ん

。

あ
る
動
物
が
見
え
て
き
ま
す
。

言
葉
の
図
か
ん

言
葉
の
図
か
ん

これは何
なに

色
いろ

ですかこれは何
なに

色
いろ

ですか

杜
かき

若色
いろ

色
いろ

，いろいろ 日
に

本
ほん

語
ご

では，色
いろ

を表す言
こと

葉
ば

は，ずいぶん細
こま

かく分
わ

かれています。

「緑色
いろ

」「紫色
いろ

」の仲
なか

間
ま

の言
こと

葉
ば

には，どんなものがあるのでしょうか。

草
くさ

色
いろ

老
おい

竹
たけ

色
いろ

青
あお

竹
たけ

色
いろ

松
まつ

葉
ば

色
いろ

若
わか

葉
ば

色
いろ

若
わか

竹
たけ

色
いろ

藤
ふじ

紫

桔
き

梗色
いろ

菫色
いろ

鳩
はと

羽
ば

紫

古
こ

代
だい

紫
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の
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言
葉
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これは何
なに

色
いろ

ですかこれは何
なに

色
いろ

ですか

杜
かき

若色
いろ

色
いろ

，いろいろ 日
に

本
ほん

語
ご

では，色
いろ

を表す言
こと

葉
ば

は，ずいぶん細
こま

かく分
わ

かれています。

「緑色
いろ

」「紫色
いろ

」の仲
なか

間
ま

の言
こと

葉
ば

には，どんなものがあるのでしょうか。

草
くさ

色
いろ

老
おい

竹
たけ

色
いろ

青
あお

竹
たけ

色
いろ

松
まつ

葉
ば

色
いろ

若
わか

葉
ば

色
いろ

若
わか

竹
たけ

色
いろ

藤
ふじ

紫

桔
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菫色
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鳩
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羽
ば

紫

古
こ

代
だい

紫
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言
葉
の
図
か
ん

言
葉
の
図
か
ん

ユニバーサルデザインってなに？ 国
くに

や言
こと

葉
ば

や年
ねん

令
れい

などに関
かん

係
けい

なく，だれにでも使
つか

いやすいように，

建
たて

物
もの

や容
よう

器
き

などのつくりをくふうした場
ば

所
しょ

や製
せい

品
ひん

があります。

切り欠きつき牛乳パック でこぼこのあるボトル

数字とボタンが

大きいタイマー

絵と多言語の案内表示 大きな文字の行き先案内 音声と点字の案内機

駅のホームのドア ドアの位置が低いノンステップバス 取り出し口が上にある自動はん売機目盛りが二つある定規 大きく作られたスイッチ 段差が少なく手すりのついたトイレ

わかりやすく

使
つか

いやすく
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言
葉
の
図
か
ん

言
葉
の
図
か
ん

ユニバーサルデザインってなに？ 国
くに

や言
こと

葉
ば

や年
ねん

令
れい

などに関
かん

係
けい

なく，だれにでも使
つか

いやすいように，

建
たて

物
もの

や容
よう

器
き

などのつくりをくふうした場
ば

所
しょ

や製
せい

品
ひん

があります。

切り欠きつき牛乳パック でこぼこのあるボトル

数字とボタンが

大きいタイマー

絵と多言語の案内表示 大きな文字の行き先案内 音声と点字の案内機

駅のホームのドア ドアの位置が低いノンステップバス 取り出し口が上にある自動はん売機目盛りが二つある定規 大きく作られたスイッチ 段差が少なく手すりのついたトイレ

わかりやすく

使
つか

いやすく

1213　

第4学年「ユニバーサルデザインっ
てなに？」
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